
ポールポジションから迎えた決勝。安定したスタートを決め一度もトップを譲らず独走。
現チーム悲願のポールトゥウィンを飾りました。

悲願達成！
チームで掴んだ初のポールトゥウィン！



GR86/BRZ Cup 2025 第6戦 ＠鈴鹿サーキット

蒲生 尚弥選手
#121 tomica ネッツ兵庫 BS GR86

予選 →1位 決勝 →１位

Rd.6 リザルト

金曜日の練習走行からマシンの調子も良く、
予選は雨になったものの

ポールポジションを取ることができました。

決勝レースもスタートからミスなく最後まで走る事ができ、
優勝することが出来ました。

本当にチームの皆さんのお陰で結果を出すことができ
本当に嬉しかったです。

また次の岡山でも頑張ります。
応援ありがとうございました。



PHOTO GALLERY

Rd.6@鈴鹿サーキット
2025.10.4-5



姫路今宿店 / 萬田エンジニア

エンジニア ＶＯ ＣＥ

■レースに参加した感想
自家用車がGR８６という事もあり、以前より参加したいとは思っておりましたが、店舗の人員等の
加減でなかなか叶わず、今回参加する機会をいただき店舗のスタッフに感謝しております。
モータースポーツのチームでの動きや整備・調整等を拝見できたことは、私にとって良い経験となり
ました。
その中でも、今までのレースのデータの積み重ねにより、ドライバーの要望を汲み取り、路面状態に
よって空気圧を細かに調整したり、走行毎にアライメントのデータ取得・調整、シフトフィーリングの
変化に対し、トランスミッションをその場で交換する等、これぞレースメカニックと思える作業を見せ
ていただいたり、手伝うことが出来た事は、凄く良い体験が出来たと思います。
今まで様々な苦労や悔しさがあったと思われますが、今回の鈴鹿サーキットで、予選・決勝共にポー
ルポジションをとられた輝かしい場面に立ち会えた事は喜ばしく思いますし、良い体験でもあったと
思います。

■学んだ事
チームそれぞれが役割をしっかりとこなし、ドライバー・チームスタッフが一丸となり、限られたタイム
スケジュールの中で精一杯に努力を惜しまない姿勢に、凄いと感じました。
チームの皆様が他のレース参加チームと情報を共有していたり、交流している姿や、ドライバー同士
のやり取りの姿を拝見しましたが、各チームのテントブースへ足を運び合い、予選の車載動画の確認
や、路面コンデションの確認等、レースに対する姿勢がやはりプロフェッショナルだと感じました。

■店舗へのフィードバック
今回の参加で、チームワークの勝利といえる場面を体感させていただきました。
それぞれが、質の高い整備・情報取得・マネージメントを行った事で結果を出されたのだと思います。
店舗でも、店舗スタッフが一丸となり、お客様の要望や隠れたニーズを読み取り、細やかな気配りや、
質の高い整備やアドバイスを心がけ、様々な情報取得・共有を行う事等、一人一人のお客様を大切に
していき応対していく事が、改めて必要だと実感いたしました。

■今回経験した事を今後の仕事にどう活かすのか
今回参加した事で、お客様へ情報提供するという部分で、例えば、タイヤの空気圧管理の重要性につ
いて、レースの場面ではこんな事に気をつけておられます等、体感した事を具体的に情報提供する事
が出来ると思います。
発言に説得力が出てくる事で、お客様の信頼を得る事が出来、満足度の高い整備・応対が出来ると
おもいますので、今回の経験を積極的に取り入れていきたいと思います。

■今後参加するスタッフや後輩の皆さんへ
忙しい、限られたタイムスケジュールの中ででも、
支援スタッフに対し目を配っていただき、的確な
作業の指示や、レースに対し疎い私にも分かりや
すく説明していただいたのが、ありがたいと思い
ました。
レースで得られた様々な情報や経験を、少しでも
教えてもらえる事はなかなか無い事だと思いま
す。
私自身が、参加したことで得られた事が多かった
と思いましたので、是非、若年時のスタッフだけ
ではなく、ベテランのスタッフにも参加してみて
欲しいと思いました。



鈴鹿大会もトヨタ校生と共に戦いました！

マイケル リムさん 長島 廉徒さん

私は昔から車やレースが好きで、ドライバーとしてレーシングカートに乗ったり、
カートを触ったりしていました。ですが、4輪の経験は一切無く、カートのメカ
ニックもほとんどしたことがなかったので、4輪レースのピットの雰囲気、ドライ
バー、メカニックがレースでどんなことをしているのかが気になっていたので応
募しました。

参加するまで、86とBRZはほぼ同じ車でタイヤ以外イコールコンディションの
状態であり、差が出るのはドライバーの腕だけだと思っていました。
しかし、メカニックは、ドライバーの要望にできる限り応えられるよう、アクシデ
ントがあれば即座に原因を突き止めてパーツの交換や、毎走行後にアライメント
を取り直し、限られた時間の中で車をセットしていました。
また、0.01秒を削るために他チームと情報を共有し、レギュレーション内のギリ
ギリを攻めたキャンバー調整を行い、ドライバーの能力を最大限に引き出すとて
も重要な役割だったんだなと再認識いたしました。
マネージャーの仕事は、チームのレースウィーク生活を支えるだけでなく、他
チームやレース関係者との関係を良いものにするとても大事な仕事なんだと思
いました。

今後このレースメカニック体験で学んだことを生かして、学校では車の仕組みを
しっかり理解し、素早く正確に作業でき、次の作業を先読みして、チームメンバー
と連携してスムーズに作業のできるメカニックになれるように頑張ります。
レーシングカートでは、自分のドライブもそうですが、もっとカートのことを勉強
して、0.01秒を削れるようなセッティングやドライブができるように頑張ります。
そしてレースの世界でも、整備士の世界でも、横のつながりを作れるような人間
になりたいです。

今回の体験を通して、チームで活躍できるようになるには、まだまだ自分の足
らない所がたくさんあることを実感できましたが、昨年の自分と比べると、車や
トラブルの話、専門用語などが分かるようになっており、少し成長も感じること
ができました。

残りの学生生活では、もっと人とコミュニケーションが取れて、
技術力の高い整備士になり、ネッツ兵庫さんに採用いただけるような
人材になります。
レースメカニック体験の4日間本当にありがとうございました。
また機会があれば、応募させていただきます。
優勝おめでとうございます。

私は小さい頃から車が大好きで、レースにも興味があり、様々なレースを見てき

ました。レースメカニックはすごい人だと分かっていましたので、どんなことをす

るのか気になり、レースメカニック体験に参加しました。今回のレースメカニック

体験では、レースカーのメンテナンスを手伝ったり、ピットに入ったり、とてもい

い経験になりました。

86 レースの車両は、他のチームと車両のスペックがほぼ同じで車両に差がな

いため、車を速くすることをすごく考えられていることが分かりました。エンジン

オイルの粘度を柔らかくして少しでも抵抗を減らしていたり、オイルパンでクラ

ンクがオイルに当たることによるロスを少しでも減らすために、オイル量をほん

の少しだけ減らしたりしていたりするところを教えてくださり、すごく勉強にな

りました。

アライメントを測るときの誤差も見逃さないようにしていて、正確な作業が大事

だと知ることができました。トランスミッションにトラブルが発生した時トランス

ミッションを1時間くらいで交換していたり、走行データを見て作業されていた

り、レースメカニックさんはほんとにすごいです！

ヤマモトさん、フクダさん、アツミさん、ミヤベさん、カンザキさん

優勝🥇🥇おめでとうございます！

今回の体験を通して「ピットからレース見ること」「レース車を触ること」は、私に

とって日本に来て１番の良い思い出と経験になりました。

最後になりましたが、何かと迷惑や勘違いをお掛けしていたのならごめんなさ

い。日本語の言葉使いは、これからもっと勉強します！この度は大変お世話にな

りました。これからもネッツ兵庫レーシングチームを応援させていただきます。

4日間本当にありがとうございました。



プロフェッショナルクラス
予選 正式結果



プロフェッショナルクラス
決勝レース グリッド表



プロフェッショナルクラス
決勝 正式結果



TOYOTA GAZOO Racing GR86/BRZ Cup 20２5

レーススケジュール
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